
 

 

 

 

 

 

「夏の思い出」を抱いて！ 
 

日本一の学校を目指してスタート 

桜の満開時と桃の花の開花時が重なった上、さらに色とりどりの花が咲く、まさに春爛漫の季節を迎えまし

た。そして６日。新しい学年、新しい友達との出会いに希望を抱いて、東小学校の子どもたちが瞳を輝かせ

て登校して来ました。１１名の転入職員を含め３２名の教職員一人一人が、子

どもたちの輝く瞳に負けないくらい瞳を輝かせ「この子どもたちのために精一

杯がんばろう！」と決意を新たにして平成２１年度をスタートさせました。 
昨年度は保護者の皆様や地域の方々の温かいご支援ご協力のおかげで、大過

なく学校経営が出来ました。衷心より感謝申し上げます。今年度もぜひよろし

くお願いいたします。 
４月１日職員会議に於ける、『学校教育目標及び経営方針』決定の時の話を紹

介させていただきます。 
 
・・・・私の描いている双葉東小学校像とはこんな学校である。 

『校門から玄関まで塵一つ落ちていない。花壇には今、季節の花が咲き競っていて校舎内外が整然としてい

る。そんな中を登校してくる子どもたちが、明るく元気な声で朝のあいさつを交わしている。朝の１０分間

読書から始まるしっとりとした授業が開始される。音楽室からはきれいな歌声が格調高く聞こえてくるし、

青々した芝生化校庭では、元気いっぱいで、しかも相当高度な運動をみんながこなしている。教室では目を

輝かした子どもたちが熱心に先生の説明に耳を傾けている。そしてその隣室では一つに集中した討論が盛ん

である。どの教室もピーンと緊張した空気が流れているが、といって、押さえつけられた窮屈さはない。廊

下を歩くと、児童会の新しい学校づくりの取組が手に取るようにわかる。そして教室前の廊下には子どもた

ちの作品が展示されている。双葉東小学校の水準の高さを示している。・・・。』 
「おはよう」から始まり、「さようなら」で終わる元気の良いあいさつが交わされる学校生活。授業に集中す

る子どもたち。時間を守れる子どもたち。清掃に夢中で取り組める子どもたち。当たり前のことが当たり前

にできる双葉東小学校にしたい。だからこそ、心構えというか気概というか、そこに「日本一の双葉東小学

校」といえる校風を作りたい。 
校風が正しい意味において樹立されている学校は、その学校の気風そのものがすでに大きな教育力を持って

いると考えられる。その学校の歴史的現実として持っている好ましい伝統であり、将来へ向かって新しいも

のを建設していくエネルギーである。それを生み出し、また基底となって支えていくもの、それが教育目標

である。 
平凡なる非凡な努力という言葉がある。平凡というのは本当に難しいことである。悲しみや苦しみを背負わ

ない家庭がないように、むしろ学校という組織に問題が発生しないことの方が難しい。問題があるのが当た

り前という前提に立ち、問題をどう解決していくのかに重点を置き、学校経営に当たりたい。それがまさに

『生きる力』の育成につながるからだ。 
そのために３点 

１ 子ども第１主義であること 
子どもたちとのふれあいを可能な限り持ち、子どもたちと共に実践し、全ての行動の規準を「子どもが良く

なる」という一点におく。 
『時代をひらく師道』とは、人間性を基盤に自ら哲学を持ち、教育の未来を志向して、子どもと共に行ずる

姿である。 
・・子どもたちと共に朝読書に励み、子どもたちと共に学習し、子どもたちと共に清掃する姿＝師弟同業 
２ 『感動』の教育を進める 
教育とは変化である。より良い方向に、効果的に、意図的に変化させる営みである。昨年より今年、昨日よ
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り今日、一時間の授業の始まりと終わった時点、そこには変化がなければ意味がない。変化とは成長である。

人はよく感動したとき成長するという。子どもたちは感動しなければやる気が起こらず、やる気が起こらな

ければ行動せず、行動しなければ変化しない。感動を導き出す原動力は子どもたちと教師で作り出す主体的

実践である。一日の教育の中に、一時間の授業の中に、その指導と時間を特設しなければいけない。５８３

名の子どもたちと３２名の教職員で、子どもたちの変化＝成長を求めて、多くの「感動」場面を作るために、

創意と工夫により真正面から取り組んで行きたい。  
３ 文科省指定・県教委指定を意識した教育を進める。 
本校は、平成２０･２１年度文部科学省指定「道徳教育実践研究事業」、１９･２０･２１年度県教育委員会指

定「小中連携ふるさとやまなし道徳教育推進事業」による道徳教育の推進を図っている。今年度は「心の教

育を中核とした東小教育」の成果を発表する年でもある。指定を受けたから研究するといった消極的姿勢か

ら脱却し、教職員一丸となって、学校づくりのためにこの公開研究会を大いに利用しようと考えている。道

徳教育は、安心できる生活の中で、子どもたち一人一人に「かけがえのない君、どう生きる」と問いかけ、

子どもたち一人一人が、自己や社会の未来を切り拓くためのものである。だからこそ、全ての学校生活の中

で「心の教育」＝道徳教育を推進していきたい。子どもたちにとっても教職員にとっても「楽しくなくっち

ゃ学校ではない」そんな学校にしたいと同様に、研究・研修が子どもたちのためになり、しかも自分たちの

ためになる研究でありたい。つまり楽しい研究のあり方とはそういうものである。それが「研究栄えて教育

滅ぶ」にならない道でもあると信ずる。要は研究会でも公開でもない。問題は、子どもたちのより良い変容

である。・・・・ 
 
全教職員で確認し合いました。紙面の都合上、教育目標等については双葉東小学校ホームページをご覧にな

っていただきたいと思います。 
そして始業式の日に、私と内田児童会長が手を固く結び合って先導し、全校児童と全教職員で『日本一の双

葉東小学校を作るぞー』『オー』と雄叫びを上げ、２１年度がスタートしました。 
 

平成２ １ 年度教職員です。よろしくお願いします。 

学 年 １組 ２組 ３組 ４組 

１ 荻野 淳子 三井 美智子（主任） 浅川 妙子 大間 小百合 

２ 江頭 かや子 服部 澄江（主任） 渡邉 和也 長谷川 佳代 

３ 伊藤 義嗣 大柴 剛一（主任） 保坂 里美  

４ 篠原 里美 森本 直美（主任） 佐藤 栄志  

５ 清水 善弥（主任） 増坪 広夫 小俣 真由美  

６ 高見澤 周平 水上 幸子（主任）   

たんぽぽ 岡田 清（特別支援コーディネーター） 

教 務 

教務主任：白倉 三正  教務副主任：久保田 勲（研究主任）、飯田 智佳子（給食主任） 
教育支援員：佐野 弘子、小山田 理恵  養護教諭：堀之内 恵美  司書：池田 悠子 
事務主査：清水 紀子 庁務員（交代制）：鈴木 良一、溝 睦夫 
教頭：甲田ふみ子  校長：中 千博 
※ＡＬＴ：ロバート・ペイム（３校兼務）  スクールカウンセラー：百瀬 裕三（金曜午前） 

 

ぴかぴかの１ 年生１ １ ５ 名入学！  

６日（月）平成２１年度双葉東小学校入学式が挙行されました。今年の

入学生は１１５名です。来賓・ご家族に見守られ、緊張の中にも晴れやか

な雰囲気に包まれていました。入学児呼名では、全員元気良く「はい」と

返事が出来、天気は快晴、世は百花繚乱の中すばらしいスタートでした。

これからの６ヵ年を「かしこく、やさしく、すこやかに」育ってほしいと

願っています。 


